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指定番号 11  金善ビル 

 

所在地 本町 5丁目 345 

建築年代 大正末期 

建築概要 鉄筋コンクリート造、地下 1階、地上 4階建 

特徴等 明治時代に創業し、市内堤町にあった、金善織物工場の出張所として

建てられた。ビルの名称は、創業者「金居善太郎」の屋号である「金

善」を使用した。建造当初、５階建であった建物は、桐生市の目抜き

通りのシンボルでもあった。老朽化により、５階部分が取り壊された

が、当時と変わらぬ姿を残している。 

建物は、鉄筋コンクリート造りで、外観は１階部分が石張、２階以上

は、壁に白磁タイルを貼ったデザインとなっており、地方都市におけ

る初期鉄筋コンクリート造の建造物として、貴重な存在である。 

現在は、アパレルショップの店舗が入居する等、利活用されている。 

備考 国登録有形文化財（建造物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金善ビル 
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ビル遠景               ビル正面 

 

    

建物内部（１F）             建物内部（２F） 

 

※建物１階以外の部分につきましては、関係者以外立ち入り禁止です。 

 

 

配置図 

歴史的風致形成建造物指定範囲 


